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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
類
似
を
痛
め
つ
け
る
小
説

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
３
２
５
Ｖ

【
作
者
名
】

　
小
河
健
太

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
タ
イ
ト
ル
ど
お
り
で
す
。
　
ル
イ
ー
ジ
が
好
き
な
人
は
絶
対
に
読
ま
な
い

で
く
だ
さ
い
。
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１
話

　
　
ど
こ
か
の
倉
庫

　
類
似
「
う
～
・
・
・
寒
い
よ
～
ど
こ
だ
よ
～
」

　
小
河
「
起
き
た
か
」

　
類
似
「
て
め
ぇ
！
何
が
し
た
い
ん
だ
！
？
」

　
小
河
「
早
速
作
者
権
限
発
動
。
　
ね
じ
れ
ろ
」

　
類
似
「
う
わ
っ
！
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
！
」

　
徐
々
に
類
似
の
体
が
ね
じ
れ
て
い
く
。

　
類
似
「
ウ
ワ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
シ
ン
ジ
舞
う
だ

ろ
！
」

　
の
び
「
何
で
シ
ン
ジ
が
舞
う
ん
だ
よ
、
エ
ヴ
ァ
の
シ
ン
ジ
か
？
」

　
類
似
「
ち
が
ー
う
！
死
ん
じ
ま
う
だ
ろ
！
」

　
静
香
「
お
う
お
う
、
さ
っ
さ
と
死
ん
じ
ま
え
よ
」

　
類
似
「
酷
い
よ
！
」

　
そ
し
て
・
・
・

　
パ
ン
ッ
！
！
！
！
！
！

　
類
似
の
体
が
弾
け
飛
び
、
あ
た
り
に
肉
や
血
が
散
ら
ば
っ
た
。

　
小
河
「
お
う
お
う
、
グ
ロ
イ
ね
ぇ
～
（
笑
）
」

　
の
び
「
死
ん
だ
な
ぁ
～
こ
り
ゃ
（
笑
）
」

　
静
香
「
こ
れ
ど
う
す
る
、
生
き
返
ら
せ
る
か
？
」
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小
河
「
そ
り
ゃ
あ
も
ち
ろ
ん
！
こ
こ
に
Ａ
Ｋ
－
４
７
と
か
、
Ｓ
Ａ
Ａ
と
か
、

Ｒ
Ｐ
Ｇ
－
７
と
か
あ
る
よ
」

　
静
香
「
俺
は
Ｒ
Ｐ
Ｇ
－
７
だ
！
」

　
小
河
「
俺
Ａ
Ｋ
－
４
７
ね
」

　
の
び
「
必
然
的
に
Ｓ
Ａ
Ａ
か
・
・
・
」

　
そ
し
て
・
・
・

　
バ
バ
バ
バ
バ
バ
バ
バ
バ
バ
バ
バ
バ
バ
バ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！

　
類
似
「
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

　
類
似
の
拷
問
は
１
２
時
間
続
い
た
・
・
・
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２
話

　
　
ど
こ
か
の
倉
庫

　
類
似
「
ヒ
ー
！
！
！
！
！
！
！
！
」

　
小
河
「
さ
て
・
・
・
今
日
は
ど
う
し
て
や
る
か
」

　
ド
ラ
「
爪
を
剥
が
す
っ
て
の
は
ど
う
？
」

　
の
び
「
い
い
ね
！
」

　
静
香
「
や
り
ま
し
ょ
う
！
」

　
類
似
「
ふ
ざ
け
る
な
！
お
い
！
」

　
小
河
「
う
る
せ
ぇ
！
固
ま
れ
！
」

　
類
似
「
う
ぎ
ゃ
！
」

　
類
似
は
固
ま
っ
た
。

　
小
河
「
チ
ャ
ラ
リ
タ
ッ
タ
タ
ー
、
釘
と
ヘ
ラ
～
」

　
の
び
「
と
、
い
う
わ
け
で
、
お
ら
よ
！
」

　
類
似
「
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

　
類
似
の
右
手
の
人
差
し
指
に
お
も
い
っ
き
り
釘
を
刺
し
た
！

　
も
ち
ろ
ん
、
血
が
吹
き
だ
す
。

　
ベ
リ
ベ
リ
ベ
リ
ベ
リ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

　
類
似
「
ウ
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

　
静
香
「
ウ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
、
楽
し
い
わ
ね
」
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小
河
「
も
っ
と
や
れ
ー
、
も
っ
と
や
れ
」

　　
ベ
リ
バ
リ
ベ
リ
バ
リ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

　
類
似
「
だ
、
誰
か
、
俺
を
殺
し
て
く
れ
・
・
・
」

　
全
員
「
や
ー
だ
よ
！
　
そ
し
た
ら
楽
し
く
な
い
し
・
・
・
」

　
類
似
「
こ
の
鬼
畜
外
道
！
お
前
ら
人
間
じ
ゃ
ね
ぇ
！
　
・
・
・
っ
て
か
、
人

外
が
一
人
い
た
」

　
プ
チ
ッ
！

　
全
員
「
誰
が
鬼
畜
外
道
じ
ゃ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
」

　
小
河
「
殺
し
た
ら
ぁ
！
」

　
グ
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

　
類
似
「
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
っ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
」

　
類
似
の
目
を
え
ぐ
り
だ
し
た
！

　
の
び
「
う
ひ
ひ
ひ
ひ
、
楽
し
い
な
ぁ
～
」

　
ド
ラ
「
愉
快
愉
快
」

　
小
河
「
う
わ
は
は
は
は
は
は
っ
は
は
は
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
」

　
類
似
「
・
・
・
死
に
た
い
・
・
・
」

　　
次
回
へ
続
く
！
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類
似
「
続
く
な
ぁ
ぁ
っ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

！
」
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３
話

　
　
ま
た
ま
た
ど
こ
か
の
倉
庫

　
小
河
「
ほ
い
ほ
い
ほ
い
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
」

　
類
似
「
う
ぎ
ょ
え
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
え
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

　
な
に
を
や
っ
て
い
る
か
と
う
い
と
、
類
似
に
重
油
を
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。

　
類
似
「
や
め
て
・
・
・
」

　
バ
キ
ュ
ー
ン
！
バ
キ
ュ
ー
ン
！
！
！
！
！
！
！

　
類
似
「
ぎ
ゃ
が
が
が
が
が
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

　
の
び
「
コ
レ
で
も
う
何
も
見
え
な
い
さ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
」

　
ど
う
や
ら
の
び
太
が
類
似
の
目
を
銃
で
打
ち
抜
い
た
よ
う
だ
。

　
っ
て
か
笑
い
な
が
ら
い
う
こ
と
じ
ゃ
ね
ぇ
だ
ろ
！
！
！
！

　
類
似
「
誰
か
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
 

Ｍ
Ｅ
！
！
！
！
！
！
！
！
」

　
静
香
「
類
似
！
お
ま
え
な
ん
か
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
！

！
！
！
！
！
！
！
！
」
（
○
は
放
送
禁
止
用
語
）

　
グ
ロ
テ
ス
ク
で
ん
が
な
。

　
小
河
「
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
口
調
も
お
か
し
く
な
っ
た
」
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類
似
「
だ
れ
か
・
・
・
助
け
て
・
・
・
」

　
？
？
？
 

「
そ
こ
ま
で
だ
！
」

　
類
似
以
外
「
だ
、
誰
だ
！
」

　
ド
ラ
「
も
、
も
し
や
！
あ
の
赤
い
帽
子
は
！
」

　
マ
リ
「
は
っ
は
っ
は
！
正
義
の
味
方
マ
リ
オ
様
だ
！
」

　
類
似
「
兄
さ
ん
！
」

　
マ
リ
「
ル
イ
ー
ジ
！
助
け
に
来
た
ぞ
！
」

　
ジ
ャ
「
そ
う
は
い
く
か
！
　
♪
～
～
～
～
♪
～
～
～
～
～
♪
」

　
の
び
「
ギ
ャ
嗚
呼
あ
あ
あ
あ
あ
あ
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
の
歌
が
発
動
朱
太
！
」

　
小
河
「
屋
び
ゃ
位
、
頭
が
お
き
ゃ
市
ｇ
ｙ
」

　
マ
リ
「
耳
栓
持
っ
て
よ
か
っ
た
！
」

　
ジ
ャ
「
ナ
ニ
ィ
ィ
ィ
！
！
！
！
！
！
！
」

　
ド
ラ
「
し
ゅ
ま
っ
ち
ゃ
、
類
似
に
に
ぎ
ゃ
ら
れ
る
！
」

　
ジ
ャ
「
そ
う
は
い
く
か
ぁ
ぁ
っ
ぁ
あ
ぁ
！
！
！
！
」

　
バ
キ
ュ
ー
ン
！
！
！
！
！
！
！
！

　
ジ
ャ
「
ギ
ャ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
！
」

　
な
ー
ん
と
な
ん
と
、
マ
リ
オ
が
ジ
ャ
イ
ア
ン
を
撃
っ
た
の
だ
！

　
の
び
「
ジ
ャ
イ
ア
ソ
！
！
」

　
マ
リ
「
ル
イ
ー
ジ
！
コ
レ
で
ダ
ウ
丈
夫
だ
！
」

　
類
似
「
兄
さ
ん
！
あ
り
が
と
う
・
・
・
」

　　
そ
し
て
、
マ
リ
オ
は
類
似
を
抱
え
て
ど
こ
か
へ
と
走
り
去
っ
た
。

　
こ
の
言
葉
を
残
し
て
・
・
・

　
マ
リ
「
こ
の
倉
庫
、
後
３
０
秒
で
爆
発
だ
か
ら
！
」
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全
員
「
な
に
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
い
い
い
い
い
い
い
い

い
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

　
そ
し
て
、
叫
び
続
け
て
３
０
秒

　
ド
ガ
ー
ン
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

　
倉
庫
が
大
爆
発
を
起
こ
し
、
類
似
虐
待
犯
ど
も
は
爆
死
し
た
。
（
小
河
は
作

者
権
限
で
現
実
へ
避
難
済
み
。
　
そ
し
て
、
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
っ
て
い
る
）

　
　
富
士
の
樹
海
周
辺

　
類
似
「
・
・
・
兄
さ
ん
。
お
願
い
が
あ
る
ん
だ
」

　
マ
リ
「
ど
う
し
た
、
ル
イ
ー
ジ
」

　
類
似
「
富
士
の
樹
海
に
近
い
か
ら
さ
、
僕
を
そ
こ
に
あ
る
木
に
吊
る
し
て
も

ら
え
な
い
か
な
」

　
マ
リ
「
何
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
！
」

　
類
似
「
お
願
い
、
兄
さ
ん
」

　
マ
リ
「
・
・
・
」

　
マ
リ
オ
は
１
分
ほ
ど
考
え
た
。

　
マ
リ
「
よ
し
、
そ
の
願
い
、
叶
え
て
や
ろ
う
」

　
類
似
「
頼
む
よ
・
・
・
」

　
　
富
士
の
樹
海
　
内
部

　
類
似
「
・
・
・
兄
さ
ん
。
　
今
ま
で
あ
り
が
と
う
・
・
・
」

　
そ
う
し
て
、
そ
の
５
秒
後
、
類
似
は
散
々
な
人
生
の
幕
を
閉
じ
た
。
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マ
リ
「
ル
イ
ー
ジ
・
・
・
　
あ
っ
ち
で
は
楽
し
く
や
れ
よ
・
・
・
」

　
完
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３
話
（
後
書
き
）

　
・
・
・
終
わ
り
で
す
。

　
長
ら
く
更
新
放
置
も
あ
っ
て
、
文
章
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
と
思
い
ま
す
が
・
・

・　
ま
ぁ
、
い
い
で
し
ょ
う
。

　
前
話
を
書
く
前
に
読
み
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
ど
う
や
っ
た
ら
続
け
ら
れ
る
の

か
？
と
、
疑
問
に
思
い
、
考
え
た
結
果
が
コ
レ
で
し
た
。

　
な
ん
と
も
い
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　
バ
ッ
ド
エ
ン
ド
な
ん
だ
か
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
な
ん
だ
か
・
・
・

　
ま
ぁ
、
そ
れ
に
関
し
て
は
読
者
の
皆
さ
ん
の
考
え
に
任
せ
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

類似を痛めつける小説
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